
【古 利 根 堰 ( 逆 川 用 水 )】

用 水 位 置 図

寛永6年(1629)の荒川瀬替えにより水量不足が生じ、加用水として江戸川より引水してき
た中島用水が古利根川で堰止めた松伏溜井の取水堰であった。溜井の成立年代は正確には不
明であるが、荒川瀬替えから間もない寛永7･8年頃の施工で寛永10年(1633)に完成したと言
われている。また堰は享保15年(1730)に設けられ、洪水の度に改修を繰り返してきた。近年
になり、地盤沈下の進行により施設機能が低下したため、県営地盤沈下対策事業葛西下流地
区の実施(S54～H9)により、堰、逆川用水等の改修を行い現在に至る。取水された用水は、
瓦曽根溜井に引水し八条用水、東京葛西用水、谷古田用水へと分水される。
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越谷市大吉地先・松伏町田中地先

越谷市大吉地先 越谷市大吉地先
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用 水 施 設 写 真
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古利根堰(上流側) 操作室内
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